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データチェック 

データチェックをかける 

レセプト発行（またはレセプト電算データ作成）前に、内容に不備がないか簡単なチェックをかけること

ができます。 

＜手順＞ 

１． 業務メニューから、 ４１ データチェック を選択します。 

２． 診療年月、入外区分を確認します。 

３．  確認全印刷（Ｆ４） を押すと全てのチェック項目に一斉に区分が入ります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※確認項目の 8～11、15～19 はチェックマスタの作成が必要です。 

 

４． 確定（Ｆ１２） を押すと、確認画面が表示されますので印刷をするときには 印刷する（Ｆ１２）  

または プレビュー（Ｆ１０） を押し内容を確認します。 

 

 

 

 

 

 

５．下記のようなエラーが印刷されますので、修正を行って下さい。 

 

 

 

 

 

★このようなチェックは、「チェックマスタ登録」を行うか、適応病名マスタからデータチェックを行う設定

にすると印刷されます。登録方法は次ページを参照して下さい。 

全ての項目が 

「2 確認 全印刷」と 

なっているかを確認 

院外処方をされている

お客様でチェックマスタ

をメンテナンスされてい

る場合は「1 院外処方を

含む」に変更します 

「22．被保険者枝番」の

チェックが不要な場合は

チェックを外します 
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チェック項目について      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適応病名マスタからの直接データチェック設定 

※「薬剤と病名」「診療行為と病名（検査に限る）」は、適応病名マスタ（データ提供元：社会保険研究

所）から直接データチェックを行う事ができます。設定方法は以下の通りです。 

１． 業務メニューより ９１ マスタ登録 を選択します。 

２． １０１ システム管理マスタ を選択します。 

３． 管理コード １１０１ データチェック機能情報２ を選択し、 Enter を２回押します。 

４． 下記のような画面が表示されます。赤枠部分を「1 行う」に変更し、 確定（Ｆ１２） を押します。 
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チェックマスタの登録（メンテナンス） 

 

１．業務メニューより ９１ マスタ登録 を選択します。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２． １０３ チェックマスタ を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．チェック区分より登録したいチェックマスタを選択します。※各項目の詳細は次ページ参照 
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チェック区分一覧 

 

◎チェック区分によってチェックマスタ登録画面が２パターンあります。 

 

1 薬剤と病名 

2 診療行為と病名 

6 投与禁忌薬剤と病名 

⇒ -ﾃﾞ 5- 参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１薬剤と病名 薬剤に対する適応病名を登録します。 

２診療行為と病名 診療行為に対する適応病名を登録します。 

４薬剤と併用禁忌 薬剤に対して併用禁忌薬剤を登録します。 

５診療行為の併用算定（同月内） 診療行為に対して併用算定不可の診療行為を登録しま 

す。同月内の範囲でチェックし、診療行為でチェック画面  

を出すことができます。 

６投与禁忌薬剤と病名 投薬禁忌薬剤に対してチェックを行う病名を登録します。 

７診療行為どうしの算定漏れ 診療行為に対して必ず同時算定する診療行為を登録しま

す。 

８病名と薬剤  病名に対して必ず算定する薬剤を登録します。 

９病名と診療行為 病名に対して必ず算定する診療行為を登録します。 

Ａ診療行為の併用算定（同日内） 診療行為に対して併用算定不可の診療行為を登録しま 

す。同日内の範囲でチェックし、診療行為でチェック画面  

を出すことができます。 

Ｂ診療行為の併用算定（同会計

内） 

診療行為に対して併用算定不可の診療行為を登録しま 

す。同会計内の範囲でチェックし、診療行為でチェック画  

面を出すことができます。 

      4 薬剤と併用禁忌  

      7 診療行為どうしの算定漏れ 

      8 病名と薬剤  

      9 病名と診療行為  

      5 診療行為の併用算定（同月内）  

      A 診療行為の併用算定（同日内）  

      B 診療行為の併用算定（同会計内）  

    ⇒ -ﾃﾞ 10- 参照 
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チェックマスタの作成 

１薬剤と病名、２診療行為と病名、６投与禁忌薬剤と病名の登録 

 

１．チェック区分で登録したい区分を選択して、診療行為コードに薬剤名や入力コード、診療コードを 

入力し Enter を押します。 

 

 

 

 

 

２．「診療行為一覧選択サブ」より、チェックマスタを作成したい項目を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．下記のように表示されたら、 Ｅｎｔｅｒ を数回押し、登録画面へと進みます。 

 

 

 

 

 

 

４．病名欄に追加したい病名を入力し、一致条件を選択後 病名追加（Ｆ５） を押します。 

 

 

 

 

 

 

※病名に入力コード（短縮コード）がついている場合は、「病名コード」欄に入力し、一致条件を選択後  

 病名追加（Ｆ５） を押します。 

 

 

 

 

 

 

（例）チェック区分「1 薬剤と病名」

でロキソニン錠６０mgに対して、 

「腰痛症」を適応病名として登録す

る場合 
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５．下記のように病名が追加されたら、 確定（Ｆ１２） を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．下記のように表示されますので、 OK を押し登録を完了します。 

 

 

 

 

 

一致条件について 

例）チェックマスタで「胃潰瘍」を登録した場合 

 

 

 

 

胃潰瘍 

 

 

 

 

 

部分一致 

胃潰瘍・・・エラーにならない 

急性胃潰瘍・・・エラーにならない 

胃潰瘍瘢痕・・・エラーにならない 

 

完全一致 

胃潰瘍・・・エラーにならない 

急性胃潰瘍・・・エラーになる 

胃潰瘍瘢痕・・・エラーになる 

 

前方一致 

 

胃潰瘍・・・エラーにならない 

急性胃潰瘍・・・エラーになる 

胃潰瘍瘢痕・・・エラーにならない 

 

後方一致 

胃潰瘍・・・エラーにならない 

急性胃潰瘍・・・エラーにならない 

胃潰瘍瘢痕・・・エラーになる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- デ7 - 

 

検索条件欄から病名の検索を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索条件について 

１ 患者病名・・・診療開始日が過去 3 ヶ月以内の患者病名を表示します 

２ 病名・・・・・・・病名マスタの病名を表示します 

３ 自院病名・・・自院病名を表示します（入力コードのついている病名） 

４ M適応病名・標準提供の適応病名マスタを表示します 

 

検索結果から病名を追加する 

追加したい病名を選択し、 ＜ を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記のように表示されたら、 確定（Ｆ１２） を押し、 OK で登録を完了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録済み病名として上がって

きます。 
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登録した病名を削除する場合 

１．該当病名を選択して 削除 又は 病名削除（Ｆ７） を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適応病名を複写する場合 

１． 複写（Ｆ８） を押します。 

 

 

 

 

２．該当薬品や診療行為を選択して ＜追加 又は ＜＜全て追加 を押し、 確定（Ｆ１２） を押すと

登録画面へ戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．登録された病名を確認し 確定（Ｆ１２） を押し、 OK で登録を完了します。 
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その他のチェックマスタの登録方法 

 

4 薬剤と併用禁忌、 7 診療行為どうしの算定漏れ、 8 病名と薬剤、9 病名と診療行為 

5 診療行為の併用算定（同月内）、 A 診療行為の併用算定（同日内） B 診療行為の併用算

定（同会計内）の登録方法 

 

１．チェック区分より登録したい区分を選択し、診療行為コードまたは病名コードに入力コードを入力し

ます。※コードの付いていない場合はカタカナ又は漢字で入力して下さい。 

  

 

 

 

 

 

 

２．該当のマスターが表示されましたら Enteｒ を数回押し、登録画面へと進みます。 

 

３．適用コードに診療行為や薬剤の入力コードを入力して Enteｒ を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

４．薬剤や診療行為等の入力が終わりましたら 確定（Ｆ１２） を押します。 

５．下記のように表示されたら、 OK で登録を完了します。 
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診療行為の併用算定のチェックマスタ作成時の注意点 

 

 

 

診療行為の併用算定不可（同月内）、（同日内）、（同会計内）のチェックマスタを作成する場合は、 

それぞれの診療行為に対して登録が必要です。 

 

例）同日内の酸素吸入と人工呼吸の併用算定不可を登録する場合 

 

初めに「酸素吸入」に対して「人工呼吸算定不可」の設定を行います。 

１．チェック区分より「A 診療行為の併用算定（同日内）」を選択します。 

２．診療行為コードに「酸素吸入」の入力コードを入力して Ｅｎｔｅｒ を押し、「酸素吸入」が 

表示されましたら Ｅｎｔｅｒ を数回押して、登録画面へと進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．適用コードに人工呼吸のコードを入力して下さい。 

４．エラー区分を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

エラー区分 

0 エラー：エラーメッセージが表示され、診療行為入力ができません。 

9 警告 ：警告メッセージが表示され、メッセージを閉じた後に診療行為入力ができます。  

 

 

５．設定が終わりましたら  確定（Ｆ１２）  を押します。 

以上で「酸素吸入」に対して「人工呼吸算定不可」の設定は終わりです。 

 

続いて「人工呼吸」に対して「酸素吸入算定不可」の設定を行います。（次頁へ続く）  

 

 

注意 
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１．チェック区分より「A 診療行為の併用算定（同日内）」を選択します。 

 

２．診療行為コードに「人工呼吸」の入力コードを入力して Ｅｎｔｅｒ を押し、「人工呼吸」が 

表示されましたら Ｅｎｔｅｒ を数回押して、登録画面へと進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．適用コードに「酸素吸入」の入力コードを入力します。 

４．エラー区分を設定します。※エラー区分は酸素吸入で設定した区分と同じものを設定します。 

 

 

 

 

 

 

５．設定が終わりました 確定（Ｆ１２） を押します。 

 

診療行為画面で人工呼吸と酸素吸入を算定しようとすると、エラーとしてチェックされます。 
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データチェックの検索条件を保存する 

 

繰り返し行うチェック条件を保存しておくと、簡単に呼び出すことが出来ます。 

月中は薬剤と病名・診療行為と病名のチェックを行い、月末にすべてのチェックを行う場合などに便利

です。 

 

１．保存したい項目を選択します。 

2． 設定保存(Shift+F7) を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．任意の登録名を入力後、 登録（Ｆ１２） を押します。 

 

 

 

 

 

 

※保存した設定は、確認項目設定から呼び出すことが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保存できる項目 
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エラー内容を画面で確認しながらメンテナンスを行う 

 

エラー内容を画面内で確認しながら病名登録やチェックマスタが整備できます。 

 

1．データチェックを行います。 

２．データチェック終了後に エラー内容（Ｆ９） を押します。 

 

 

 

 

３．画面内の確認やメンテナンスをしたいエラー内容を選択します。 

例）「ＳＡＲＳ−ＣｏＶ−２・インフルエンザ核酸同時検出」の適応病名未入力エラー 

左に該当患者の登録病名、右に「ＳＡＲＳ−ＣｏＶ−２・インフルエンザ核酸同時検出」に対する 

適応病名が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．続けてメンテナンスを行う場合 病名登録（Ｆ８）  を押すと該当患者の病名登録画面へ、 

 マスタ登録（Ｆ９） を押すとチェックマスタの設定画面へ移動します。運用に合わせてメンテナンスを

行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

登録済みの患者病名 適応病名マスタ一覧 


